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手

を
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ロ
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タ

リ
ー
と
は

・
□

―タ
リ
ー
は
.
事

業
お
よ
び
専
門
職
務
に
携
わ

る
人

の々
世
界

的
奉
仕
団
体
で
す
。

E
〕
―
タ

リ
ー
は
.
人

道
的
な
奉

1
土
を
行
い

.

あ
ら
ゆ
る
職
業

に
お
い
て
高
度
の
道
徳

的
水
準
を
守

る
こ
と
を
奨

励
じ
.
世

界
理
解

と
平
和
を
目
指

し
て
尽
力

し
て
い
ま
す
。

・
□
―
タ

リ
	
|
ま
.
世

界
で
最
初

の
奉
仕

ク
ラ
フ
で
す
.
最

初
の

□
―
タ

リ
ー
・
ク
ラ
ブ
は
.
"
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年
2
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2
3
日

に
.
米

国
イ

リ
ノ
イ
州

シ
カ
ゴ
で
創
立
さ
れ
ま

し
た
。
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□
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タ

リ
ア
ン
は
.
毎

週
.
例

会
を
開

い
て
.
親

睦
を
深

め
.
地

域
社

会
や
国

際
社

会
に

と
つ
て
重

要
な

問
題

|
こ
つ

い
て
興
味

深
く
有
益
な

プ
ロ
グ

ラ
ム

を
楽

し
ん

で
い

ま
す
。

会
員
は
、

推
薦

制
度

に
よ

っ
て
入

会
じ
.
そ

の
会

員
組
織

は
地

域
社

会
の
横

断
面

と
な

っ
て

い
ま
す
。
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□
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よ
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た
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0
3
年

9
月

2
1
曰

創
立
記
念
式
虻

懇
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仕
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贈
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事
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□
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|
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よ
る
新
世
機

へ
の
教
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開
発
・

意
欲
開
発
を
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指
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供
・
家
庭
・
職
業
奉
仕
委

員
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社
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際
奉
仕

:
国

際
奉
仕
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動
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本
日
、
函
館

北
ロ
ー

タ
リ
ー

ク
ラ
プ

の
創

立
4
0
周

年
記
念

式
典
が
、
人
勢

の
皆

様
の
参
加

の
も

と
、

盛
大

に
開
催

さ
れ

ま
す

こ
と
を
、

心
か

ら
お

喜
び

申
し
上
げ

ま
す

。

ま
た
、	

こ
の
記
念

式
典

を
祝

し
.
遠

方
か

ら
ご
出
席

さ
れ

て
い
る
友

好
ク

ラ
プ

の
皆
様

、
よ

う
こ
そ

函
館

に
い

ら
っ

し
ゃ

い
ま

し
た
。

心
か

ら
歓

迎
申

し
上
げ

ま
す

。

さ
て
、

函
館

北
ロ
ー

タ
リ
ー

ク
ラ
プ
は
、

昭
和
3
9
年

の
創

立
以
来
.
常

に
.
時

宣
を
得

た
活

発
な

奉
仕

活
動

を
続

け
ら
れ

、
地
域

社
会

の
発

展
と
住

民
福

祉
の

向
上
に
、

大
い

に
貢
献

し
て

こ
ら
れ

ま
し

た
。こ

の
よ

う
に
、
現

在
ま
で
.
貴

ク
ラ
プ

が
隆

盛
の

一
途

を
辿

っ
て

こ
ら
れ

ま
し
た

の
も
、

偏
に
、
北

村
会

長
を
は

じ
め
、

歴
代

会
長
、

さ
ら
に
は
、

会
員
の
皆

様
の

熱
意

と
、

ご
努

力
の
場

と
、

深
く
散
意

を
表

す
る
次

第
で

あ
り
ま
す

。

ま
た
、

こ
の
度

は
.
	
4
0
周

年
記
念

事
業

と
し
て

、
函
館

市
に
対

し
ま

し
て
交

通
安

全
の
推

進
に
役

立
て

て
い
た

だ
き
た

い
と
い

う
こ
と
で
、

小
型

貨
物

自
動

車
を
寄

贈
い

た
だ

き
ま

し
た
。

こ
の

車
に
つ

き
ま

し
て

は
、	
7
月

末
の
納

車
以
来

、
交
通

安
全

の
街
頭

啓
発
活

動
を
は

じ
め
、	
8
月

の
港

ま
つ

リ
パ

レ
ー

ド
の
先
導

な
ど
に
.
大

活
躍

を
し
て

お
り
ま

し
て
.
ま

た
今

月
の
2
8
日

に
行

わ

れ
ま
す

ハ
ー

フ
マ

ラ
ツ

ン
の

先
導

車
に

も
予
定

す
る
な

ど
、
幅
広

く
有
効

活
用

さ
せ

て
い
た
だ

き
た

い

と
思

つ
て
お

り
ま
す
。

改
め
て

、
心

よ
り
感

謝
中

し
L
げ

ま
す

。

さ
て
、	
2
1
世

紀
の
扉

が
開

か
れ

、
時

代
の
大

き
な

変
革

期
を
迎

え
て

い
る
今

日
.
公

共
的

な
分
野

に
つ

い
て

も
、

従
来

の
官

と
民

と
の
役
割

分
担

を
見

直
し
、

福
祉
・

教
育
・

環
境

・
文
化

と
い

っ
た
分

野
で

、
地
域

や
N
P
O
な

ど
の

ポ
ラ

ン
テ

ィ
ア
が
、	

も
っ

と
大

き
な

役
割

を
果

た
す

社
会

が
、

望
ま

し

い
の

で
は

な
い
か
.
と

い
う
議

論
が

出
て

き
て
お

り
ま
す
。

こ
の

よ
う
な
時

代
の
流
れ

の
中
で
、

ロ
ー

タ
リ
ー

ク
ラ
プ
の
皆

様
に
よ

る
.
地

域
に
密

着
し
た
献

身

的
な
活

動
や

友
愛

と
奉

仕
の
精

神
は
、

今
後

ま
す

ま
す

、
そ

の
重
要
性

を
増

し
て

く
る

も
の

と
考

え
て

お
り
ま
す

。

函
館

北
ロ
ー

タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
の
皆

様
に
お

か
れ

ま
し
て

は
、	

こ
れ

ま
で

に
も
増

し
て
.
地

域
社

会
の

発
展

に
、

ご
尽

力
を
賜

り
ま
す

よ
う
心

よ
り
お

願
い

申
し
上
げ

ま
す
。

ま
た
、

本
日
、

ご
来

函
の
皆
様

に
お

か
れ

ま
し
て

は
、
折

角
の

こ
の
機

会
に
、

世
界

・
と
評

さ
れ

る

雨
館

山
か

ら
の

夜
景

を
は

じ
め
、

歴
史

と
ロ
マ

ン
漂

う
街

並
み

、
さ

ら
に

は
、
新

鮮
な
魚

介
類

な
ど
、

心
ゆ

く
ま
で

ご
晨

能
い
た

だ
け
れ

ば
.
幸

い
に
存

じ
ま
す
。

結
び

に
あ
た

り
、
歴

史
と
伝
統

あ
る
函
館

の
地

に
生

ま
れ

、	
こ
の
た

び
4
0
年

と
い

う
節

1
1
を

迎
え

た
「
函
館

北
ロ
ー

タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
|
が

誇
り
高

い
理

想
の

も
と
、

勇
気

あ
る
行
動

を
も
っ
て
.
さ

ら
に

力
強

く
邁
進

さ
れ
.
末

永
く
ご
繁

栄
さ
れ

ま
す

こ
と
を
お

祈
り
中

し
L
げ

ま
す

と
と

も
に
、

本
日
ご
出

席
の
情

様
の
、

ご
健
勝

と
ご
多

幸
を
記
念

中
し

L
げ

.
お

祝
い

の
言
葉

と
い
た

し
ま
す

。

本
日
は
、

誠
に
、
お

め
て

と
う
ご

ざ
い

ま
す

。
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